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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
1
2
0
0
部

緊
急
の
取
り
組
み
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
相
談
件
数
は
13
件
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
が
、
様
々
な
内
容

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
大

手
住
宅
企
業
の
仕
事
が
休
工
に
な

り
、
収
入
が
途
絶
え
た
」
「
電
気

工
事
会
社
に
勤
め
て
い
る
。
在
宅

勤
務
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
賃
金
が

ど
う
な
る
の
か
不
明
確
で
不
安
」

「
現
場
が
止
ま
っ
て
休
業
が
必
至
。

雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請
を
考
え

て
い
る
が
、
雇
用
契
約
が
不
十
分

で
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」
「
現
場

が
ス
ト
ッ
プ
。
高
齢
の
こ
と
も
あ

り
、
融
資
で
は
な
く
、
持
続
化
給

付
金
を
使
い
た
い
」
。

ま
た
組
合
員
の
家
族
か
ら
も
、

「
一
人
親
方
の
夫
の
現
場
が
ス
ト

ッ
プ
し
て
い
る
。
収
入
が
減
っ
て

い
る
が
、
経
費
を
証
明
す
る
書
類

が
足
り
な
い
」
「
兄
が
大
手
の
3

次
の
従
業
員
だ
が
、
会
社
の
指
示

で
自
宅
待
機
し
て
い
る
。
賃
金
が

払
わ
れ
る
か
不
安
」
「
電
工
の
息

子
が
2
月
か
ら
仕
事
が
な
く
自
宅

待
機
中
。
返
済
も
あ
る
の
に
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
」
な
ど
の
切
実
な

相
談
が
あ
り
、
持
続
化
給
付
金
、

雇
用
調
整
助
成
金
、
特
別
定
額
給

付
金
な
ど
、
相
談
日
時
点
で
の
最

良
の
対
応
策
を
説
明
し
な
が
ら
、

激
励
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
で
は
、
今
後
も
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
（
直
近
で
は
5
月
22
、

24
日
）
を
開
設
し
個
別
の
相
談
に

対
応
し
な
が
ら
、
行
政
や
ゼ
ネ
コ

ン
な
ど
へ
の
要
請
行
動
に
反
映
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

4
月
29
、
30
日
に
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
、
東
京
土
建
本
部
は
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
の
3

土
建
と
と
も
に
、
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
！
2
0
2
0
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
取
り
組
み
と

し
て
建
設
工
事
従
事
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
電
話
相
談
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
組
合
の
書
記
と
弁

護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
中
小
企
業
診
断
士
が
相
談
に
あ
た
り
ま
し
た
。

誰ひとり取り残さないと切実な相談に答える

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
、
今
年
の
メ
ー
デ
ー
（
第
91

回
）
は
全
国
各
地
で
集
会
を
取
り

や
め
る
な
ど
の
影
響
が
で
ま
し

た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
消
費
税
減
税

と「
自
粛
と
補
償
」

一
体
の
コ
ロ
ナ
対

策
を
」
を
掲
げ
た

中
央
メ
ー
デ
ー

は
、
屋
外
で
の
式

典
・
デ
モ
行
進
を

中
止
し
、
5
月
1

日
、
ウ
ェ
ブ
上
で

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
配

信
を
行
な
い
ま
し

た
。

小
田
川
義
和
実
行
委
員
長
（
全

労
連
議
長
）
が
「
コ
ロ
ナ
危
機
で

明
ら
か
に
な
っ
た
社
会
の
歪
み
を

正
そ
う
」
と
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
が

ら
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い

で
い
る
事
態
は
「
人
災
」
だ
と
糾

弾
。
内
部
留
保
を
た
め
込
む
大
企

業
に
社
会
的
責
任
を
果
た
す
よ
う

迫
る
と
と
も
に
、
「
コ
ロ
ナ
危
機

を
、
経
済
よ
り
一
人
ひ
と
り
が
大

切
に
さ
れ
る
社
会
、
8
時
間
働
け

ば
暮
ら
せ
る
社
会
へ
の
転
機
に
」

と
訴
え
ま
し
た
。

各
団
体
の
訴
え
で
は
、
東
京
土

建
を
代
表
し

て
、
中
村
隆

幸
中
央
委
員

長
が
ビ
デ
オ

で
決
意
表
明

を
行
な
い
ま

し
た
。
中
村

委
員
長
は
消

費
税
増
税
で

中
小
業
者
の

経
営
を
厳
し

い
状
況
に
追

い
込
ん
だ
安

倍
政
権
を
批
判
し
、
労
働
者
や
中

小
業
者
へ
の
継
続
的
な
支
援
こ
そ

が
必
要
だ
と
、
消
費
税
5
％
へ
の

減
税
や
公
契
約
条
例
制
定
を
求
め

る
運
動
を
進
め
る
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

ま
た
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
も
実
行

委
員
の
み
の
参
加
で
5
月
1
日
に

屋
内
式
典
を
開
催
し
、
そ
の
模
様

を
ウ
ェ
ブ
上
で
配
信
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
は
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
第
3
陣
提
訴
の
訴
え
と
し
て
、

3
月
24
日
に
取
り
組
ん
だ
提
訴
行

動
で
の
吉
田
重
男
第
3
陣
原
告
団

共
同
代
表
の
訴
え
を
配
信
し
ま
し

た
。

ビデオで訴えた中村委員長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
建
設
工
事
従
事
者

の
仕
事
は
確
実
に
減
少
し
て
い
る

こ
と
、
支
払
遅
延
の
発
生
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
東
京
土
建
は

都
連
と
と
も
に
、

4
月
8
日
に
厚
労

省
東
京
労
働
局
に

対
し
、
労
働
保
険

料
の
納
付
期
限
の

延
長
な
ど
に
つ
い

て
要
請
し
ま
し

た
。
（
既
報
）

要
請
は
北
川
誠

太
郎
書
記
次
長
、

唐
澤
一
喜
専
従
常

任
中
執
と
都
連
の

堀
井
晶
書
記
次
長

で
行
な
い
、
労
働

保
険
年
度
更
新
の
締
め
切
り
日

（
7
月
10
日
）
を
延
長
す
る
こ
と

と
、
2
0
1
9
年
度
確
定
保
険
料

（
不
足
額
）
、
2
0
2
0
年
度
概

算
第
1
期
保
険
料
・
一
般
拠
出
金

の
納
付
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

要
請
の
結
果
、
5
月
6
日
に
厚

労
省
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
、
6
月

1
日
〜
7
月
10
日
の
期
間
だ
っ
た

も
の
を
6
月
1
日
〜
8
月
31
日
に

延
長
す
る
と
発
表
。
5
月
11
日
に

公
布
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
年
度
更
新
期
間
延
長
は

東
京
土
建
各
支
部
の
労
働
保
険
事

務
組
合
も
当
然
対
象
に
な
り
、
支

部
で
労
働
保
険
手
続
き
を
利
用
し

て
い
る
仲
間
も
活
用
で
き
ま
す
。

次回ホットラインの告知チラシ

実行委員のみ参加した三多摩メー
デー式典

■
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
で
、
生
活
す

る
た
め
や
む
な
く

営
業
す
る
飲
食
店

な
ど
に
張
り
紙
や

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
誹
謗
・
中
傷

す
る
「
自
粛
警
察
」
な
る
も
の

が
あ
ふ
れ
出
し
た
。
国
民
が
相

互
に
監
視
し
合
い
、
権
力
へ
の

盲
従
に
向
か
っ
た
戦
中
の
歴
史

を
振
り
返
る
と
、
危
惧
の
念
に

か
ら
れ
る
。

■
憲
法
記
念
日
に
安
倍
首
相

は
改
憲
推
進
の
民
間
団
体
の
動

画
サ
イ
ト
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配

信
し
た
。
「
憲
法
改
正
へ
の
挑

戦
は
決
し
て
た
や
す
い
道
で
は

な
い
が
、
必
ず
や
成
し
遂
げ
て

い
く
」
と
改
憲
へ
の
決
意
を
改

め
て
表
明
し
て
い
る
。

■
政
権
に
都
合
良
く
検
察
人

事
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
検

察
庁
法
改
正
法
案
の
審
議
で

は
、
ネ
ッ
ト
で
反
対
の
声
が
渦

巻
い
て
い
る
。
改
憲
策
動
と
い

い
、
検
察
庁
法
改
正
と
い
い
、

国
民
の
危
機
に
乗
じ
て
危
険
な

法
案
な
ど
を
成
立
さ
せ
る
こ
と

は
火
事
場
泥
棒
だ
と
批
判
さ
れ

て
い
る
。
互
い
に
監
視
し
合
う

の
で
は
な
く
、
権
力
に
対
す
る

厳
し
い
眼
差
し
も
健
在
だ
。

■
コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ
収
束
し

な
い
が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会

の
展
望
が
語
ら
れ
始
め
て
い

る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
伊
藤

千
尋
さ
ん
は
、
軍
隊
を
持
た
な

い
コ
ス
タ
リ
カ
が
先
手
で
打
っ

て
き
た
コ
ロ
ナ
対
策
を
紹
介

し
、開
発
途
上
国
の
同
国
だ
が
、

国
民
が
政
府
を
信
頼
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
日
本
と
違
う
と
指
摘

し
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
で

は
、
改
憲
論
議
よ
り
も
国
民
の

命
や
く
ら
し
を
最
優
先
に
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

労
保
年
更
が
延
長

「
休
工
で
収
入
途
絶
え
た
」

東
京
労
働
局
要
請
で
成
果

最
良
の
対
応
策
を
説
明
し
激
励

「
自
粛
と
補
償
」は
一
体

ウ
ェ
ブ
で
第
９１
回
メ
ー
デ
ー

コ
ロ
ナ
対
策
で

国
会
請
願
署
名

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

影
響
に
対
し
て
、
国
民
、
中
小
零

細
事
業
者
へ
継
続
的
な
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
減
収
の
事
業

者
へ
の
月
1
回
の
給
付
金
、
消
費

税
率
5
％
へ
の
変
更
な
ど
要
請
し

て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
を
。


